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事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成26年度～
平成28年度

会計 款 項 目

一般会
計

医薬費衛生費 医薬総務費

説明事業

地域保健医療計画推進費

戦略項目

担当名:担当名:新都心医療拠点担当

03　　　医療の安心

010301　生涯を通じた健康の確保

予算額

決定額 894894

前年額

894894 894894

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

県民による医療問題提言事業

１　事業の概要

　デマンドクラシーの視点に立ち、県民主体で医療費や

救急医療などの重要な問題について議論・提言する「医

療を考えるとことん会議」（仮称）を開催する。

　県及び医療機関は、提言内容を今後の医療政策や医療

提供に役立てる。

　県民による医療問題提言事業　894千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

@9,500×１名＝19,000千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　県民による医療問題提言事業　　　　894千円
　　　・行政関係者及び医療関係者を除き、県民主体で医療費や救急医療などについて議論する「医療を考えるとこと
　　　　ん会議」（仮称）を開催し、県及び医師会等へ提言する。
　　　・提言内容を今後の医療政策や患者ニーズに配慮した医療提供に役立てる。
（２）事業計画
　　　・行政関係者及び医療関係者を除き、県民１０名程度で構成する「医療を考えるとことん会議」（仮称）を開催
　　　　する。
　　　・医療分野における危機的な課題である医療費増大、救急医療崩壊、異次元の高齢化問題等について県民目線で
　　　　議論する。
　　　・会議で議論した内容を取りまとめ、県及び医師会等へ提言する。
　　　・提言内容を今後の医療政策や患者ニーズに配慮した医療提供に役立てる。
（３）事業効果
　　　・県民（患者）ニーズを踏まえた医療政策・医療提供体制の実現

(単位：千円)

分野施策


